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まずまずの天気とな った 5月 5日の子供の目、上回公園一帯では、「第11回こ どもまつり 」カ、聞か

れました。元巨人軍監笹・川上利治さんの川上野球教室、母と子のゲーム大会、すもう大会、豚レ

ースなど多彩な催し物が聞かれ、約 3万人の親子連れでにぎわいました。
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市民と市長の日
「市民と市長の日」を 6月1白川午

前9時から午後4時まで、市役所3階

市長室で行います。お気軽におて、かけ

ください。

農地問題相談日

「農地問題相談」を 6月1日附午前
8時30分から午後 5時ま で、市役所2
階農業委員会事務局で行います。お気

軽におでかけください。
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臨時市議会で助役・副議長決まる一

春の叙勲に 3氏がめていたく受章・ー・
上田市功労者に 8名を表彰・・
健康づくり、五月病と 心の健康・

水道特集-ー

交通災害共済に加入しましたか-

視と子で守る尚の健康…一-一

体温計などを無料検査します

納税は便利な口座振答でー・
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臨
時
市
議
会
で

助
イ又
• 
副
議
長
決
ま
る

四
月
二
十
八
日
、
臨
時
市
議
会
が
聞
か
れ
、
助
役
の
選
任
、
副
議
長
の
選
出
一

一
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
し
い
助
役
に
は
収
入
役
の
斉
藤
満
隆
一

一
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
副
議
長
に
は
西
沢
永
次
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
提
案
説
明

満
な
市
政
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す。
本
臨
時
市
議
会
は
、
私
に
と
っ
て
今

後
四
年
の
市
政
を
担
当
す
る
最
初
の
議

会
で
す
が
、
改
め
て
そ
の
責
務
の
重
大

き
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
選

挙
中
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

私
は
政
党
政
派
に
と
ら
わ
れ
な
い
市
長

と
し
て
市
政
に
取
り
組
み
、
十
一
万
市

民
各
層
の
声
に
十
分
耳
を
傾
け
、
民
主

的
で
さ
ら
に
活
力
の
あ
る
市
政
の
推
進

を
図
る
決
意
で
す
。

本
議
会
は
、
空
席
と
な
っ
て
い
る
副

議
長
の
選
出
な
ど
と
、
今
回
提
案
し
ま

す
助
役
の
選
任
及
び
人
権
擁
護
委
員
の

推
せ
ん
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
議
案
が

あ
り
ま
す
。

各
種
議
員
・
委
員
に

一
部
変
更

去
る
三
月
の
市
長
選
挙
で
は
「
石
井

市
政
を
継
本
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
」

こ
と
を
お
脅
い
申
し
上
げ
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
力
強
い
ご
支
援
を
い

た
だ
き
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
謙
虚
な
気
持
ち
で
公
平

・
円
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助
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、

収
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隆
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春
の
叙
勲
に

四
月
二
十
八
日
の
臨
時
市
議
会
で
、

副
議
長
に
西
沢
永
次
さ
ん
が
選
出
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
各
種
議
員
及
び
委
員

に
一
部
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

(
@
は
委
員
長

O
は
副
委
員
長

任
期
は
来
年
四
月
末
ま
で
敬
称
略
)

常
任
委
員
会
委
員

マ
厚
生
委
員
会

。

上

原

懲

特
別
委
員
会
委
員

マ
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会

西
沢
永
次

マ
国
道
バ

イ
パ
ス
特
別
委
員
会

西
沢
永
次

マ
別
所
線
対
策
特
別
委
員
会

西
沢
永
次

マ
高
速
自
動
車
道
対
策
特
別
委
員
会

O
西
沢
永
次

各
種
議
員
及
び
委
員

マ
農
業
委
員
会
委
員

堀

内

伝

マ
上
田
市
外
八
か
町
村
病
院
組
合
議
員

関

延

雄

マ
上
小
衛
生
施
設
組
合
議
員

西
川
秀
栄

マ
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
議
員

西
沢
永
次

マ
産
院
運
営
審
議
会
委
員

中
畑
一
房
治

マ
工
場
公
害
防
止
助
成
審
議
会
委
員

水
出
善
助

マ
産
業
開
発
公
社
社
員

上

原

意

マ
防
災
会
議
委
員

*
戦
傷
病
者
援
護
功
労
者
久
保
田
繁

萱
さ
ん

(六
十

五

歳

下

室
賀
五
二
二

久
保
田
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
旧

みんなで緑豊かな環境づくりを
環境週間・6月5日-----11日

国連人間環境会議は、昭和47年 6月、人間環境の保

全と改善を世界共通の努力目標とした「人間環境宣言ー」

を採択しました。これを記念して、世界各国では、毎

年 6月 5日を「世界環境デー」として諸行事を行ってい

ます。日本でも、この日を初日とした「環境週間」を設

け、緑豊かな環境づくりに努めています。

r3S運動」にご協力ください
交差点、での交通事故防止

r 3 S運動」は、交差点周辺の交通ルールとマナーを

ることに より、事故の防止を図ろう というものです。

運転者の、、 3S励行自

よく見る(SEE)、止まる(STOP)、除行する(SLOW)

歩行者、自転卓の、 3S励行協

よく見る(SEE)、止まる(STOP)、合図する(SIGNAL)

協
業
組
合
制
度
が
制
定
さ
れ
る
と
い

ち
早
く
組
織
変
更
を
行
い
、
今
日
に
至

る
ま
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
五
十
二
ヰ
か
ら
は
長
野
県
中
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春
の
叙
勲
に

自
営
業
、
市
議
五
期
、
六
十
一
歳

中
央
三

(原
町
)

三
氏
が
め
で
た
く
受
章

政
府
は
四
月
二
十
九
日
、
五
十
七
年

春
の
叙
勲
を
発
表
し
ま
し
た
。
市
内
で

は
、
次
の
三
人
の
方
々
が
勲
六
等
単
光

旭
日
章
な
ど
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

*
劃
附
六
等
単
光
旭
日
章

上
原
正
人
さ
ん

73歳
中央西4-6 -22 
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上
原
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
九
年
、
長

野
県
警
視
正
と
し
て
退
職
さ
れ
る
ま
で

の
二
十
四
年
間
、
須
坂
笹
察
署
長
、
上

回
警
察
署
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
。
こ

の
問
、
巡
査
部
長
、
警
部
補
、
警
部
、

警
視
、
警
視
正
と
昇
任
さ
れ
、
戦
中
か

ら
戦
後
に
か
け
て
の
適
正
妥
当
な
経
済

取
り
締
り
を
始
め
、
強
盗
殺
人
事
件
な

ど
難
事
件
の
解
決
に
輝
か
し
い
業
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
う
盛
な
正

義
感
と
優
れ
た
指
揮
能
力
は
、
部
内
外

か
ら
の
信
望
を
一
身
に
集
め
ま
し
た
。

‘現
在
は
、
日
本
退
職
公
務
員
連
盟
上

小
支
部
長
、
長
野
県
警
友
会
副
会
長
な

ど
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

阿
波
動
六
等
瑞
宝
章

秦

栄

さ

ん

秦
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
年
に
旧
神
川

村
消
防
団
長
に
就
任
す
る
や
、
神
川
村

消
防
団
の
育
成
強
化
に
尽
力
さ
れ
、
名

団
長
と
し
て
村
民
か
ら
親
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
神
川
村
が
上
田
市
に
合
併
し

て
か
ら
は
、
豊
富
な
経
験
と
実
力
を
か

わ
れ
て
、
三
十
二
年
上
田
市
消
防
団
副

団
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
四
十
三
年
に
副
団
長
を
退
任

す
る
ま
で
、
団
長
を
よ
く
補
佐
し
て
上

田
市
の
消
防
カ
の
充
実
強
化
と
時
代
に

対
応
し
た
消
防
団
づ
く
り
に
尽
き
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
三
十
有
余
年
に
わ

た
り
消
防
団
員
一
筋
に
、
責
任
感
と
正

義
感
を
も
っ
て
職
務
を
遂
行
さ
れ
た
功

績
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

*
働
問
七
等
瑞
宝
章

込

山

広

さ

ん

込
山
さ
ん
は
昭
和
十
四
年
、
朝
鮮
総

大屋502

63歳
緑が丘 3-1ー13

66歳

督
府
看
守
に
採
用
さ
れ
、
矯
正
業
務
に

尽
き
れ
て
い
ま
し
た
が
、
終
戦
の
た
め

二
十
一
年
七
月
い
っ
た
ん
退
職
。
同
年

八
月
か
ら
は
長
野
刑
務
所
看
守
に
採
用

さ
れ
、
四
十
六
年
看
守
部
長
を
最
後
に

退
職
さ
れ
る
ま
で
、
上
回
拘
置
支
所
に

勤
務
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
間
、
三
十
一
年
有
余
の
長
期
に

わ
た
り
、
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
も

っ

て
矯
正
業
務
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。
込
山
さ
ん
が
、
収
容
者
の
指
導

に
献
身
的
に
尽
き
れ
た
功
績
は
、
極
め

て
顕
著
で
す
。

…
県
知
事
表
彰

五
氏
が
受
章

一

五
月
三
日
の
「
憲
法
記
念
日
」
に
、

市
内
に
お
住
ま
い
の
次
の
五
人
の
皆
き

ん
が
、
県
知
事
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し

マ
産
業
開
発
公
社
社
員

上

原

憲

マ
防
災
会
議
委
員

品抗
戦
傷
病
者
媛
護
功
労
者
久
保
田
繁

登
さ
ん
(
六
十
五
歳
下
室
賀
五
二
二

久
保
田
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
旧

室
賀
村
傷
疾
箪
人
会
長
に
就
任
し
て
以

来
、
今
日
ま
で
の
通
算
三
十
余
年
、
左

下
肢
障
害
に
も
め
げ
ず
傷
疾
箪
人
会
役

員
と
し
て
会
員
の
相
談
、

制
度
改
善
な

ど
に
奔
走
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
上
田
市

に
合
併
後
は
、
五
十
三
年
に
上
田
市
傷

痩
軍
人
会
長
と
な
り
、
戦
傷
病
者
の
相

互
援
助
な
ど
に
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

*
産
業
功
労
者
笠
原
義
人
さ
ん

(
七
十
一
歳
中
央
一
五
二
九
)

笠
原
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
年
に
電
線

関
係
の
会
社
を
創
業
さ
せ
て
以
来
、
ポ

リ
ウ
レ

タ
ン
銅
線
な
ど
の
開
発
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
業
界
の
新
分
野
に
技
術

革
新
を
も
た
ら
す
な
ど
、
電
線
工
業
の

発
展
に
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
二
十
三
年
に
上
回
商
工

会
議
所
議
員
に
選
任
さ
れ
て
以
来
、
現

在
ま
で
常
議
員
及
び
工
業
委
員
長
な
ど

の
要
職
に
つ
き
、
上
田
市
産
業
界
の
伸

展
と
会
議
所
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

品作
産
業
功
労
者
柳
沢
理
一
郎
さ
ん

(六
十
五
歳
中
央
西
一
ー
一
五
一
四
)

柳
沢
さ
ん
は
、
中
小
企
業
が
近
代
化

及
び
経
営
改
善
す
る
た
め
に
は
組
織
化

す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
昭
和
二
十
八

年
セ
メ
ン
ト
瓦
企
業
組
合
を
設
立
し
、

同
時
に
理
事
長
に
就
任
。
四
十
二
年
に

協
業
組
合
制
度
が
制
定
さ
れ
る
と
、

い

ち
早
く
組
織
変
更
を
行

い
、
今
日
に
至

る
ま
で
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す。

ま
た
、
五
十
一
年
か
ら
は
長
野
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
の
常
任
理
事
と
し

て
、
県
下
中
小
企
業
の
経
営
改
善
、
組

織
化
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

*

産

業

功

労

者

茅

野

功

さ

ん

(
七
十
歳
古
里
一
四
二

O
)

茅
野
き
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年
上
回

蚕
種
協
同
組
合
(
四
十
五
年
、
上
回
蚕

種
協
業
組
合
に
変
更
)
に
理
事
と
し
て

入
社
以
来
、
常
務
理
事
、
専
務
理
事
を

歴
任
さ
れ
、
優
良
蚕
種
の
製
造
と
組
合

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
五

十
三
年
に
は
、
同
組
合
の
理
事
長
に
就

任
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

五
十
四
年
に
は
、
農
林
大
臣
か
ら
農

業
資
材
審
議
会
委
員
に
任
命
さ
れ
、
業

界
の
発
展
、
蚕
品
種
の
改
良
育
成
に
指

導
的
役
割
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

*
産
業
功
労
者
山
崎
通
雄
さ
ん

(
七
十
三
歳
上
回
九
四
五
)

山
崎
さ
ん
は
昭
和
三
十
四
年
、
神
科

農
協
組
合
長
理
事
に
就
任
さ
れ
、
以
来

上
田
市
農
協
に
合
併
す
る
ま
で
の
七
年

間
、
地
域
農
業
振
興
の
第
一
線
で
努
力

さ
れ
ま
し
た
。
四
十

一
年
、
上
田
市
内

の
九
農
協
が
合
併
す
る
と
同
時
に
上
田
市

農
業
協
同
組
合
の
副
組
合
長
に
就
任
、

五
十
一
年
か
ら
五
年
間
は
同
組
合
の
組

合
長
理
事
と
し
て
合
併
農
協
の
機
能
発

揮
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
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上田市功労者に

8名を表彰

受
章
者
の
皆
さ
ん
に
、
永
野
市
長
か
ら
表
彰
状
、

功
労
章
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

教
育
関
係
)

マ
黒
沢
忠
一
さ
ん
(
六
十
八
成
、
中
組
、

社
会
関
係
)

マ
小
泉
所
さ
ん
(
七
十
六
歳
、

小
泉、

教
育
関
係
)

マ
関
勇
春
さ
ん
(
七
十
六
歳
、
鈴
子
、

衛
生
関
係
)

マ
富
田
よ
り
さ
ん
(
七
十
三
歳
、
鷹
匠
ヘ

町
、
福
祉
関
係
)

マ
村
上
博
優
さ
ん
(
五
十
七
歳
、
上
青
へ

木
、
社
会
関
係
)

マ
木
村
文
厚
さ
ん
(
二
十
四
歳
、
原
町
、

多
額
寄
付
)

川

市
制
施
行
記
念
日

の
瓦
月
一
日
、
上

田
市
功
労
者
表
彰
式
が
市
役
所
六
階
ホ

ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
功
労
者
表
彰
は
、
上
田
市
表
彰

規
則
に
基
づ
き
、
市
政
伸
展
の
た
め
に

特
に
功
労
の
あ
っ
た
皆
様
に
感
謝
の
意

を
表
し
て
行
う
も
の
で
、
今
年
は
次
の

八
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

一第 863号
えつ広報

功
労
表
彰
者
・
八
名

マ
伊
藤
正
積
さ
ん

(
五
十
八
歳
、

下
之

郷
、
社
会
関
係
)

マ
蒲
生
俊
興
さ
ん
(
八
十
九
歳
、
踏
入
、

863号ー

五
月
病
と
心
の
健
康

6
月
1
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

人
権
機
護
委
員
制
度
は
、
国
民
の
基

本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば

民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
と
で
も
い

う
べ
き
機
関
で
す
。
人
権
擁
護
委
員
法

は
、
北
本
的
人
権
を
基
調
と
し
た
日
本

国
憲
法
か
施
行
さ
れ
て
間
も
な
い
、
昭

和
二
十
四
年
六
月
一
日
に
随
行
さ
れ
ま

し
た
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

こ
の
六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
、
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
よ
り
和
極
的

な
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
上
田
市
長
が
推
薦
し
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
十
二
名
の

人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
委
員
の
皆

さ
ん
は
、
「
困
り
ご
と
」
や
「
心
配
ご

と
」
に
つ
い
て
も
、
委
員
の
自
宅
を
は

じ
め
法
務
局
や
相
談
所
で
、
相
談
を
無

料
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

こ
相
談
く
だ
さ
い
。

〈

敬
祢
略
〉

砥
石
純
次
(
緑
が
丘
二

宮
⑫

0
6
0
0

閉
口
玲
(
中
央
六
)

宮
⑫

0
6
7
5

清
水
幹
崇
(
岩
門
)

宮
⑫

0
1
8
4

坂
井
太
代
美
(
常
里
二

宮
⑫

1
0
3
5

朝
日
松
司
(
千
曲
町
)

宮
⑫

8
5
9
2

坂
田
堅
二
(
大
屋
)

宮
⑧

0
0
0
1

小
出

一
則

(
中
吉
田
)
宮
@
3
6
6
0

飯
島
英
子
(
築
地
)

宮
⑫

5
0
1
1

橋
詰
藤
雄
(
鈴
子
)

宮
⑮

2
4
6
4

ナ
イ
タ
ー
」
設
備
が
完
成

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

横小小
J 山 泉池
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六
月
一
日
の
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

に
、
上
田
市
内
の
人
権
擁
説
委
貝
の
皆

さ
ん
が
、
市
内
四
か
所
で
「
人
権
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
「
悶
り
ご
と
」

や
「
心
配
ご
と
」
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠

慮
な
く
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
と
き
〉

六
月
一
日

ω午
後
一
時
か
ら
五
時
(
各

会
場
と
も
同
じ
日
時
に
行
い
ま
す
)

〈
と
ニ
ろ
〉

泉
田
公
民
館
、
東
庖
田
老
人
集
会
所
、

大
屋
公
民
館
、
中
常
国
防
災
セ
ン
タ
ー

点灯式で行われたソフトボールの親善試合

こ
の
ほ
ど
川
辺
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
夜
間
照
明
施
設
が
完
成
し
、
四
月
二

十
四
日
に
は
永
野
市
長
や
地
元
の
人
た

ち
約
四
十
人
が
集
ま
り
、
点
灯
式
を
行

い
ま
し
た
。

ナ
イ
タ
ー
設
備
は
、
一
灯

一
J
門
の

水
銀
灯
が
六
例
つ
い
て
い
る
照
明
灯
が

全
部
で
七
恭
一
あ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ト
面
で

の
明
る
さ
は
百
ル
ク
ス
前
後
、
工
事
貨

は
約
九
百
六
十
万
円
で
し
た
。
市
内
で

は
二
中
を
除
き
、
六
つ
の
中
学
校
に
ナ

イ
タ
ー
設
備
が
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、

小
学
校
で
は
川
辺
小
学
校
が
初
め
て
と

e
V
H，
+
正
十
，
。

環
境
謀
へ
琵
蝕
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
か
あ
る
人
も

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
な
鉢
し
て
く



さ
ん

(
五
十
八
歳
、
下
之

郷
、
社
会
関
係
)

マ
満
生
俊
興
さ
ん
(
八
十
九
歳
、
踏
入
、

第 863ちー

マ
木
村
文
厚
さ
ん
(
二
十
四
歳
、
原
町
、

多
額
寄
付
)

五
月
病
と
心
の
健
康

毎
年
、
五
月
に
な
る
と

「
初
夏
の
憂

う
つ
」
と
か
「
新
緑
の
感
傷
」
な
ど
と

呼
ば
れ
る
H

五
月
病
。
に
な
る
人
が
出

て
き
ま
す
。
特
に
、
就
職
や
進
学
を
し

た
ば
か
り
の
若
い
人
た
ち
に
、
こ
の
五

月
病
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

五
月
病
の
原
因
は
、
就
職
や
進
学
と

い
っ
た
生
活
環
境
の
変
化
に
つ
い
て

い

け
な
か

っ
た
り
、
極
度
に
緊
張
し
続
け

た
結
果
起
こ
り
ま
す
。

五
月
病
の
症
状
は
、
頭
痛
、
吐
き
気
、

幅
吐
、
食
欲
不
振
、
動
停
、
下
痢
、
腹

痛
、
便
秘
、
不
眠
、
不
快
感
な
ど
あ
ら

ゆ
る
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
重
症
に
な

る
と
登
校
拒
否
、
自
殺
に
ま
で
追
い
こ

ま
れ
る
と
い
っ
た
、
深
刻
な
事
態
に
至

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
心
身
の
疲
れ
か
ら
く
る

ノ
イ

ロ
ー
ゼ
は
、
早
く
み
つ
け
て
対
策

を
立
て
る
こ
と
が、

何
よ
り
も
大
切
で

す
。

だえつ一 (5)一一一 昭和57年 5月16日 広報

具
体
的
な
症
状

〔
外
見
か
ら
〕

O
そ
わ
そ
わ
し
て
落
ち
着
か
な

い
。

O
顔
色
が
悪
く
、
人
と
離
れ
て
寂
し
げ

な
様
子
を
み
せ
る
。

o
目
つ
き
が
す
わ
っ
た
り
、
血
走
っ
た

り
、
体
中
が
緊
張
し
て
い
る
感
じ
。

O
服
装
が
だ
ら
し
な
く
な
る
。

〔
話
し
方
か
ら
〕

O
と
て
も
愉
快
そ
う
に
な
り
自
分
の

こ

と
ば
か
り
話
し
た
り
、
急
に
口
数
が

少
な
く
な
り
憂
う
っ
そ
う
に
な
っ
た

り

気
分
の
波
が
激
し
い
。

〔
イ
ラ
イ
ラ
状
態
に
あ
る
時
〕

O
動
作
が
荒
っ
ぽ
く
な
る
。

O

い
つ
も
手
足
を
ガ
タ
ガ
タ
と
動
か
す
。

O
結
論
を
急
ぎ
た
い
様
子
が
目
立
つ
。

以
上
の
項
目
に
、
い
く
つ
も
の
心
当

り
が
あ
れ
ば、

神
経
が
疲
れ
て
い

る
と

，1''''，・..'・""..，1'・白'.，

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
次
の

こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
は
規
則
正
し
く

〔
規
則
正
し
い
日
常
生
活
を
〕

一
日
二
十
四
時
間
を
、
八
時
間
働
き、

八
時
間
睡
眠
を
と
り
、
八
時
間
は
自
分

の
た
め
に
自
由
に
使
う
と
い
う
リ
ズ
ム

の
あ
る
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。
規
則
正

し
い
食
事
、
便
通
、
早
寝
、
早
起
き
が

大
切
で
す
。

〔
休
息
を
上
手
に
〕

仕
事
と
休
息
を
は
っ
き
り
区
別
し
、

気
分
転
換
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。
使
っ

た
筋
肉
と
使
わ
な
い
筋
肉
と
の
差
が
大

き
い
程
、
疲
れ
は
強
く
感
じ
ま
す
。
使

わ
な
い
筋
肉
を
使
っ
た
り
、
全
身
を
動

か
す
運
動
を
す
る
と
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
頭
や
気
を
使
う
人
は
、
背
筋

を
伸
ば
し
た
り
、
深
呼
吸
な
ど
の
軽

い

運
動
が
よ
く
、
体
を
使
う
仕
事
の
人
は

囲
碁
、
将
棋、

音
楽
、
読
書
な
ど
が
よ

い
休
息
法
で
す
。

〔
病
い
は
気
か
ら
〕

日
常
生
活
の
中
で
、
人
間
関
係
を
う

ま
く
や

っ
て
い
く
ほ
ど
、
む
ず
か
し
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
に
自
分

の
気
持
ち
を
率
直
に
表
現
し
、
明
る
い

人
間
関
係
を
作
り
た
い
も
の
で
す
。
ま

た、

心
配
ご
と
や
不
安
な
ど
が
あ
っ
た

ら
、
自
分
だ
け
で
ク
ヨ
ク
ヨ
し
な
い
で
、

信
頼
で
き
る
人
や
専
門
家
に
早
く
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
不
用
品
の

登
録
を

。
不
用
品
登
録
情
報
。
と
し
て、

月

一
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
そ
の
二
十
三
回
目
で
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
口
同

名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
生
活

( 5月7日現冶 )

七五三用女児着物

ゆずって ください

フランコ

カラーテレビ

10，000円l小型ステレオカセ yト
26，000円|小型電気掃除機

三輪自転車

ベビーラ ック

ベビータンス

〉
-
円

父
町

一

円
U

会

f
-
n
U

高
山

-
A
U

望
一
1

希
一

1，000円

800円-1，000円

8，000円

7，000円-8，000円

その⑫ (主なもの)

ゆずります

52年購入

不用品登録情報

冷蔵庫 lloe、52年購入

電子炊飯ジャー l.8e 

FF式ファ ンヒーター

マ7 コート

ベビーパス

自動車用子供いす

点灯式で行t

は
二
中
を
除
き
、

六
つ
の
中
学
校
に
ナ

イ
タ
ー
設
備
が
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、

小
学
校
で
は
川
辺
小
学
校
が
初
め
て
と

な
り
ま
す
。

環
境
課

へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず

っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
、

価
格
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引

8
の

結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら

ず
)
を
必
ず
生
活
環
境
課
へ
、
十
日

以
内
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

"1;"ス方ープン

都市ガス湯沸器

応接セ ッ ト

百科事典

シングルベッ ド

3，000円-4，000円

2，000円

30，000円

1，000円

3，000問-5，000円

20，000同

90，000円

50c.cノ〈イク 4.640川、54年脇入

者日市方、スレ ンジ 営業用

ふろ一式 (まき、 豆iaiJlt用)

564'-7 H脇入

米ビ ツ 2年使用

海外旅行用カバン

ポラロイドカメラ

6畳用カーペッ ト

水そう

エアコ ン
ノ〈イオリン

ぶらさがり健康器

。ゆずりたい品物、ゆずってほしい品物がありましたら、生活環境課生活係
(包⑫4100内線301)へお気軽にご連絡を。
。紹介後の 下ラプルなどについては、責任を負し、かねますのでご了象ください。

1，000円
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水を大切に使いましょう

6月4日~ア日全国水道週間

一第 863号， 863号一

毒
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
で

安
心
し
て
飲
め
る
水
に
な
り
ま
し
た
。

浄
水
場
で
は
、
こ
れ
ら
の
仕
事
を
休

f
こ
こ

r'
・-ii
『
「

h
卜

=
・l日
仁
い
eC
レ
ト
ar
ιz

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
全
国
一
斉
に
水
道
週
間
が
行
わ
れ
ま
す
。
水
道
週

間
は
今
年
で
二
十
四
回
目
を
迎
え
、
水
道
事
業
を
広
〈
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
各
種
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

上
田
市
で
も
、
こ
の
週
間
中
、
水
道
事
業
に
日
ご
ろ
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
皆
さ
ん
の
水
道
大
会
を
開
催
し
て
、
い
っ
そ
う
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
併
せ
て
長
年
水
道
事
業
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
る
方
々
の
表
彰
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
水
道
技
術
講
習
会
や
八
十
二
銀
行
上
回
支
庖
ロ
ビ
ー
で
水
の
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

水
は
つ
く
ら
れ
る

ど
の
表
流
水
)
と
地
下
水
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
上
回
市
の
水
源
は
、
ほ
と
ん
ど

が
千
曲
川
と
そ
の
支
流
に
な
る
神
川
の

表
流
水
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
千
曲
川

の
水
は
、
取
水
門
か
ら
泉
町
の
水
源
地

に
導
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
水
源
地

は
、
上
田
市
に
水
道
が
つ
く
ら
れ
た
大

正
十
二
年
か
ら
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
神
川
の
表
流
水
は
、
菅
平
ダ
ム
に

た
め
ら
れ
た
水
を
真
田
町
と
神
科
新
屋

に
あ
る
取
水
門
か
ら
取
り
入
れ
て
い
ま

私
た
ち
が
日
ご
ろ
何
気
な
く
使
っ
て

い
る
水
道
の
水
は
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ

う
に
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

、「ノ

A
U

。
水
道
の
水
の
も
と
は
雨
や
雪
で
す
が
、

こ
れ
を
利
用
す
る
に
は
水
源
を
求
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
源
は
大
き
く

分
け
て
、
地
表
水
(
川
や
湖
、
ダ
ム
な

(水道シンボルマーク・水太郎)

す
。取

水
門
か
ら
取
り
入
れ
た
水
は
、
砂

や
ゴ
ミ
を
取
り
除
く
た
め
沈
砂
池
に
入

り
導
水
管
を
通
っ
て
浄
水
場
へ
運
ば
れ

ま
す
。
こ
の
水
は
原
水
と
い
い
、
ま
だ

飲
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

浄
水
場
は
水
道
の
心
臓

水
道
の
心
臓
に
あ
た
る
と
こ
ろ
が
浄

水
場
で
す
。
市
内
に
は
染
屋
浄
水
場
と

石
舟
浄
水
場
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配

水
区
域
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
の
区

域
に
応
じ
染
屋
水
系
、
石
舟
水
系
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
。

浄
水
場
に
運
ば
れ
て
き
た
原
水
は
、

こ
こ
で
い
ろ
い
ろ
手
が
加
え
ら
れ
、
き

れ
い
な
飲
み
水
に
っ
く
り
か
え
ら
れ
ま

す
。
ま
ず
原
水
は
着
水
井
に
送
ら
れ
て

き
ま
す
。
次
に
沈
で
ん
池
に
入
り
ま
す
。

こ
こ
で
薬
品
を
入
れ
て
か
き
ま
ぜ
、
そ

れ
か
ら
緩
や
か
に
流
し
て
水
の
中
の
浮

遊
物
を
沈
で
ん
さ
せ
ま
す
。
見
た
と
こ

ろ
、
だ
い
ぶ
き
れ
い
な
水
に
な
り
ま
し

た
。次

は
、
ろ
過
池
で
す
。
砂
の
層
で
ゆ

っ
く
り
こ
し
て
、
水
の
中
の
こ
ま
か
な

浮
遊
物
や
細
菌
な
ど
を
除
き
ま
す
。
こ

れ
で
水
は
、
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
が

ま
だ
十
分
に
安
心
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
仕
上
げ
と
し
て
消
毒
を
し
ま
す
。
微

量
の
極
素
を
入
れ
、
病
原
菌
を
死
滅
さ

せ
ま
す
。
水
道
の
水
が
わ
ず
か
に
に
お

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
塩
素
補

浄水場
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一ーー寸

「一ー
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第 863号一

み
を
行

ゥ
て
い
る
か
ら
で
す
こ
れ
て

安
心
し
て
飲
め
る
水
に
な
り
ま
し
た
。

冷
水
場
小
は
こ
れ
ら
の
仕
事
を
休

む
こ
と
な
く
行
い

、
き
れ
い
な
水
を
皆

さ
ん
の
ご
家
庭
に
送
り
続
け
て
い
ま
す
。

き
れ
い
な
水
を
豊
富
に

水
道
の
水
は
清
潔
な
だ
け
で
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
じ
ゃ
口
か
ら
豊
富

に
勢
い
よ
く
出
て
く
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
配
水
池
で
水
を
た
め
て

一
臼
の
水
の
使
い
か
た
の
む
ら
を
調
節

し
ま
す
。
ま
た
、
配
水
池
を
高
い
所
に

つ
く
る
な
ど
し
て
水
圧
が
か
か
る
よ
う

に
し
ま
す
。
こ
う
し
た
配
水
池
は
市
内

に
二
十
も
あ
り
ま
す
。

配
水
池
か
ら
長
い
配
水
管
を
通
っ
て

水
は
家
庭
に
、
会
社
に
、
学
校
に
と
配

ら
れ
ま
す
。
市
内
に
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い

る
配
水
管
の
延
長
は
、
お
よ
そ
三
百
三

十
キ
ロ
灯
に
達
し
て
い
ま
す
。
配
水
管

は
道
路
の
下
を
通
っ
て
い
る
の
で
、
古

く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
、
漏
水
し

た
り
し
て
、
こ
れ
を
維
持
管
理
す
る
こ

と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
配
水
管
か
ら
給
水
管
に
分

か
れ
て
家
庭
の
敷
地
に
入
り
、
じ
ゃ
口

に
つ
な
が
り
ま
す
。
給
水
管
と
じ
ゃ
口

は
あ
な
た
の
財
産
で
す
。
冬
の
寒
き
で

破
裂
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
漏
水
で
む
だ

な
水
を
流
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
、

水
を
大
切
に
お
使
い
く
だ
き
い
。

だえつ一(7)ー一一一昭和57年 5月16日 広報

フ せ量
こまグコ
とす塩
が。素

あ水を
り道入
まのれ
す水
がが病
わ原
こず菌
のヵ、 を
塩に死
棄 に、減
消おき

①引 っ越してきたと 0 使用再開届をしてください。

きや、今まで使っ 0 電話でも結構ですから、お早めにお届けくださ

ていない水道を使 し、。

用するとき 0入居された日から料金が計算されます。

0自のつくところに「使用中止中」の水色の1併しが

あります。それによ って検針区コー ド、使用者

番号をお確めのうえ、お届けください。

①引 っ越して行くと 0一時休止届をしてください。

きや、水道を一時 0電話でも結構ですから、お早めにお届け くださ

休止するとき し、。

0届け出のあった日までの水道料金を現地で精算

します。

0この手続きをしなし、と 後で入居した人が迷惑

します。

①将来、使う見込み 0廃止届をしてください。

のない水道を止め 0電話でも結構ですから、お早めにお届けく ださ

るとき し、。

0届け出のあった日まで、の水道料金を現地で精算

します。

①使用者の名義を変 0使用者名義変更届をしてください。

更するとき、特に o印鑑をご持参のうえ、お早めにお届け ください。

死亡した人の名義 0水道料金は、旧使用者の分も合わせて新使用者

を使用者に変更す の負担となります。

るとき

水道のいろいろな届け出

じゃ口からちょろちょろ

1日ドラムカン3本

水
道
の
じ
ゃ
口
か
ら
流
れ
る
水
の
量

は
、
じ
ゃ
口
の
聞
き
か
た
に
よ

っ
て
違

い
ま
す
が
、
「
ょ
う
じ
」
の
太
さ
ぐ
ら
い

の
水
が
流
れ
て
い
る
と
、
一
日
で
ド
ラ

ム
カ
ン
三
本
分
に
も
な
り
ま
す
。

皆
き
ん
の
ご
家
庭
の
「
じ
ゃ
口
」
は

故
障
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
少
し
で
も
流

れ
て
い
る
と
メ
ー
タ
ー
が
回
り
料
金
が

加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
じ
ゃ
口
を
お
確

め
く
だ
さ
い
。

水
道
の
じ
ゃ
口
以
外
か
ら
流
れ
出
る

水
や
地
下
漏
水
の
量
は
、
市
全
体
で
は

大
変
な
量
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
指
定
工
事
庖
の
協
力
に
よ
り
、

漏
水
調
査
班
が
漏
れ
を
調
査
し
早
期
修

理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
道
路
な
ど
で

漏
水
を
発
見
し
ま
し
た
ら
至
急
水
道
局

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
1
4
・
有
線

②
0
8
3
1
)
 

水の写真コンテストの
作品募集中

材・ー①水のある風景(長野県内で

見られる風景)

②水を利用している場面(水

の美しき、水の恵み、水の大

切さなどを表現したもの)

作品のサイズ・・・マモノクロ=四ツ切以上

マカラー=キャビネ以上
締め切り...5月25日ω
提出先…市水道局業務課

お届けいただくところ

水道局業務課(南庁舎 1階)

電話22-4100 内線506・507 有線2-0831 

@個人で水道料金を納めていただいている方に、電話料金、テレビ

料金などと同じようにあなたの預金口座から自動的に支払いでき

る口座振替をお勧めします。

市内各銀行、信用金庫、信用組合、農協、労働金庫な どで取り扱

っていますので、預金通帳、印鑑、水道料金納入通知書か領収書

をご持参のうえ、手続きしてください。

ム

題



だ 昭和57年 5月16日一一一一 (8)ーえつ広報

お
宅
の
じ
ゃ
口
は

水
漏
れ
し
て
い
ま
せ
ん
か

〈
パ
ツ
キ
ン
を
無
料
頒
布
〉

お
宅
の
じ
ゃ
口
は
故
障
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
ポ
タ
ン
ポ
タ
ン
と
落
ち
る
だ
け

で
も
長
い
間
に
は
、
か
な
り
の
水
量
に

な
り
水
道
料
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

こ
の
じ
ゃ
口
か
ら
の
水
漏
れ
は
、
ほ

と
ん
ど
が
「
パ
ツ

キ
ン
」
を
取
り
替
、え

る
だ
け
で
直
り
ま
す
。
パ
ッ
キ
ン
は
水

道
局
で
無
料
で
お
分
け
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
も
簡
単
に
取
り
替
え
で
き
ま

す
の
で
、
左
固
め
要
領
で
取
り
替
、え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

(図参照)

，①立上がりの下に付いている水抜栓(不凍栓)をとめ

ます。

:②じゃ口の栓を全開にして、プライヤーなどでスピン

ドルカバーを左に回してはずします。

:③コ?の先きにあるナ ッ

トネ ジをはずし「ノマッ

キン」を取り替えます。

④ス ピンドルカバーを元

どおりにはめ込みます。

⑤水抜栓を聞いてくださ

い。 水漏れはとま って

います。

工事 I苫名 1圭 ド')r '必'"円

富島鉄工所(附 天神 2-2-3 22-2655 

g 下 組 (仰 路入2-1-17 22-0271 

石井設 備工 業(合) 天神2-3ー12 22-0302 

工藤商会(附 大字下之郷乙294-5 38-6956 

田丸工務所 (ω 常磐城6-11-13 22-3412 

上野設備(鮒 中央北2-1 -20 22-8022 

大屋設備 工 業制 大字大屋236-20 35-0217 

昭和設備工業側 中央2-22-16 24 -3911 

信 手口 附 常磐城3-13-17 24-3310 

唐沢設備工業 大字住吉1577 24-2602 

トキワギ水道工事庖 常磐城6-9 -10 22-1343 

中央設備工業 常田 2-22-32 22-2853 

岩 滞li 設 {椅 大字林之郷331 22-3741 

川上商会 (補 大手2-4-48 22-0858 

島田設備 工 業側 緑が丘3-17-9 27-5558 

千曲電業(附 踏入2-18-26 27-3221 

川西設備工業所 大字小泉849-1 24 -3371 

春原建設側 大字住吉1767 22-7018 

日本ガス水道側 天神4-28-7 27-4434 

真田設 備 (イII 大字住吉689 22-0102 

上 世l' 管- 工 大字諏訪形635-2 24--3290 

池田水道工務所 大字秋和387-1 24-7612 

長野プ ロパンガス側 大字国分542 22-5518 

本州、|管工(鮒 大字計久保1543-4 35-1054 

中村商会制 天神 1-6-6 25 -1046 

城南ガス設備側 大字上回原435 22-5123 

小林設備工業所制 大字本郷409 38-2400 

ニL 一 設 f騎 大字秋和882-3 24-6593 

北 日子、 設 {荷 緑が丘2-6 -21 24-1797 

{ 昂 林 設 イ蔚 大字本郷585-1 38-4050 

三栄工業刷 中央束 1-13 24-1256 

宮之上設備(伺 大字芳田1040 24-0486 

トーワ管工(附 大字住吉59-2 27-6249 

堀 設 {蔚 』附 大字古里42-5 24-0521 

，--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー ー'

第 1種指定工事庖水道の新・増設

故障修理は指定工事応へ

ご家庭の電気温水器、ガス湯沸器、太陽熱温水器な

どを取 り付ける場合、水道と器具との接続工事は、市

の指定工事庖でないとできませんので、次の工事庖へ

お申し込みください。

事2種指定工事庖
l 工事庖名

上回ガス附

宮尾 商庖

長崎 商庖

千里f'商庖側

織内商 l苫

武重商会側

サ-"1)ン上回営業所附

中央工機産業側

上凶市農業協同組合

?キノ 商会

西沢設 備

I~ ~空調設備側

71 山タイル円。

心本電気商会

事1H(指定工事庖一-一般の給水工事を行L、ます。

担2H，.指定工事庖・・・水道に接続する湯沸器、温水器など

に付帯する部分のみの接続、修理工

事を行います。

電話

22-0454 

22-1258 

23-2950 

27-3133 

22-2613 

22-8456 

35-2603 

22-8600 

22-8500 

23-2720 

31-8256 

22-2747 

24-6651 

38-21宮3

所f主

天神4-29-3 

緑が丘1-22-27 

大字国分522一1

中央6-16-8 

中央西 1-6一14

常国 2-20-26 

大字h・田439._1 

中央2-16-10

大手2一7-10 

中央4-18-2

大字上主r'i1606 

常盤城3-1-6 

大字御所356-5 

大字別所温泉178

が
調
査
察
を
持
っ
て
伺
い
記
入
の
方
法

な
ど
を
説
明
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

西
の
各
支
所
へ
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、

口
座
通
帳
を
持
参
し
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

ら
受
け
付
け
を
始
め
て
い
ま
す
の
で
、

新
た
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
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お知角
だ

交
通
災
害
共
済
に

え

加
入
し
ま
し
た
か

つ一(9)一一一一 H併U57年 5月16日 広報

市
民
課
庶
務
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
7
3

い
ま
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
交
通

災
害
共
済
は
、
五
月
三
十
一

日
で
期
間

カ
満
了
と
な
り
ま
す
。
現
在
加
入
し
て

い
る
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
加
入

し
て
い
な
い
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

五
月
中
は
、
自
治
会
、
学
校
、
国
で

申
し
込
み
の
と
り
ま
と
め
を
し
て
い
ま

す
。
自
治
会
な
ど
で
申
し
込
み
を
し
な

か
っ
た
皆
さ
ん
は
、
市
民
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

〈
会
費
〉

一
般
:・

一
人
年
額
三
百
円

団
体
:
・
一
人
年
額
二
百
円
(
保
育
園
・

‘1¥'、

4月28日、別所県南綜と市青林て'上小地
j区檀倒祭 ・育樹祭1ア開かれました。参加さ

:れた皆さんは、ヒノキ1.500本、ツツジ100本
;などを樋樹し定後、育問としてのスギの筏

!打ちを見学しました。

幼
維
図
の
園
児
、
及
び
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
)

※
高
校
生
の
皆
さ
ん
は
、
団
体
扱
い
か

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
自
治
会
で
加
入

し
て
く
だ
さ
い
。

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

企
画
調
整
課
統
計
係
官
⑫
4
1
0
0

内
線
6
1
9
・
有
線
②
0
8
3
2

六
月
一

目
、
全
国
一
斉
に
「
商
業
統

計
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
国
が
三
年
ご
と
に
行
う

も
の
で
、
全
国
の
卸
売
業
、
小
売
業
及

び
飲
食
庖
な
ど
、
す
べ
て
の
商
底
を
対

象
に
販
売
活
動
の
実
態
や
商
品
の
流
れ

を
明
ら
か
に
し
、
地
域
経
済
に
お
け
る

流
通
機
構
の
近
代
化
地
策
の
基
礎
資
料

を
得
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

調
査
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
調
査
員

西
の
各
支
所
へ
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、

口
座
通
帳
を
持
参
し
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

公
務
員
や
公
共
企
業
体
の
職
員
の
皆

さ
ん
は
、
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
支
給
額
〉

三
人
以
上
の
児
童
の
う
ち
、
出
生
順

に
数
、
え
て
三
人
目
か
ら
義
務
教
育
終
了

前
の
児
童
一
人
に
つ
き
、
月
額
五
千
円

で
す
。

た
だ
し
、
市
民
税
の
所
得
割
り
の
な

い
世
帯
は
、
月
額
七
千
円
で
す
。

〈
特
例
給
付
制
度
〉

五
十
七
年
六
月
か
ら
六
十
年
五
月
ま

で
、
次
の
よ
う
な
特
例
給
付
制
度
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
今
月
か

が
調
査
票
を
持
っ
て
伺
い
記
入
の
方
法

な
ど
を
-説
明
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
手
当
の
現
況
届
は

6
月
刊
日
ま
で
に

児
童
保
育
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
8
3

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
児

童
手
当
の
現
況
届
を
、
六
月
十
日
附
ま

で
に
民
生
(
児
童
)
委
員
さ
ん
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
用
紙
(
記
載
例
な
ど
の
説

明
書
)
は
、
民
生
(
児
童
)
委
員
さ
ん

が
お
届
け
し
ま
す
。

該
当
者
は
手
続
き
を

児
童
手
当
は
、
請
求
に
よ
り
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
、
新
し
く
該
当
す
る
人
は

次
に
よ
り
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
受
給
資
格
〉

①
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養

育
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
一
人
以
上

が
義
務
教
育
終
了
前
(
中
学
を
卒
業

す
る
ま
で
)
の
児
重
で
あ
る
こ
と
。

(
例
を
参
照
の
こ
と
)

②
前
年
の
所
得
が
、
一
定
額
(
例
え
ば

扶
養
親
族
が
五
人
の
場
合
、
二
百
六

十
七
万
八
千
円
)
に
満
た
な
い
こ
と
。

〈
手
続
方
法
〉

該
当
す
る
人
は
、
児
童
保
育
課
(
家

庭
児
童
相
談
係
)
か
、
豊
殿
・
塩
田
・川

参照例

次の年齢の子供を 5人養っている人(市民税

所得割りを課せられている)の場合

14歳

② 

17歳

① 

18歳

ら
受
け
付
け
を
始
め
て
い
ま
す
の
で
、

新
た
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
受
給
資
格
は
、
被
用
者
年
金
(
厚
生

年
金
、
共
済
組
合
な
ど
)
に
加
入
し

て
い
る
方

②
所
得
制
限
は
、
一
般
の
児
童
手
当
よ

り
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。
(
例
、え
ば
、

扶
養
親
族
五
人
の
場
合
は
四
百
三
万

円
ま
で
、
六
人
の
場
合
は
四
百
三
十

二
万
円
ま
で
)

③
額
は
、
児
童
一
人
に
つ
き
一
律
月
額

五
千
円
で
す
。

④
そ
の
ほ
か
の
受
給
資
格
や
手
続
き
は
、

一
般
の
児
童
手
当
と
同
じ
で
す
が
、

被
用
者
年
金
加
入
証
明
ま
た
は
年
金

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

5，000円+5， 000円=10，000円
(月額)

義務教育終了前の児童ではありますが、

18歳未満め児童のうち 3人目以降ではない
ので支給対象とはなり ません。

上記の場合の所得制限額は

く扶養親族(妻、子 5人)6人〉

2，968，000円にj荷たないこと 。
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日本脳炎予防接

会場
実施日

対象 I也

|川町館

1回目 2回目
区

月6 月6 
神川全区

1 1 11 東t孟回・西塩田 .)jlj所

川西社会セセ福ンン祉タ一ー
日日
(刈幽 川西全区

上野が丘公民館 月6 月6 
畑山・伊勢山・神科新屋・野竹・西聖子竹・笹井・岩門・染屋・蛇沢

三好 町会館 4 15 小牧・諏訪形・須川・中村・三好町・朝日が丘・半過

塩田母子セ健ン康ター 幽日 (火日) 中J:j_回

新田区民会館
(上川町下川原柳町愛宕町上鍛冶町

月6 月6 
北部
鍛冶町 ・上房山・下房山 ・相1I町 ・新田・上紺屋町

農村環境セ改ン善ター
8 17 
日 日 盟殿全区
(刈 (，j¥) 

川辺町会館 川辺町・下之条・築地・東築地

(横町海野町原町袋町 馬場町田町丸堀町

市保健センター
中央 木町・北大手

l市役所南庁舎21;昔)
(訟尾町鷹匠町本町末広町大手町南天神町

月6 月6 南部 泉平・北天神町

9 22 
l与尻I也区公民館

(7j日4 ( 日火)
秋和・上塩尻・下塩尻

上hが丘公民館 金井 ・山口・大久保・長島・金剛寺 ・富士見台

東部地区セ紡ン災ター
(踏入泉町上常田村田下常国北常国

東部 材木町 ・常入東

市保健センター
(下紺屋町鎌原西脇新町諏訪部生塚

l市役所南庁舎2階)
1月6 0 2月6 3 

西部 常皇室町 ・緑が丘 ・新屋・緑が丘北・緑が丘西・城北

三好町会館 日 日 御所・中之条・千曲町

(，j¥) (*l 
上回原・念升・神畑 ・福田・吉田

巴辺町会館

だ 昭和57年 5月16日一一一『側一

親
と
子
で
守
る
歯
の
健
康

6
月
6
日
・海
野
町
会
館

む
し
歯
予
防
週
間
に
ち
な
み
、
今
年

も
上
小
品
開
科
医
師
会
な
ど
の
主
催
に
よ

り
備
の
健
康
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
貌
と
子
で
守
る

簡
の
健
康
」
で
、
上
小
地
区
の
歯
科
医

師
に
よ
る
歯
の
検
診
と
相
談
も
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

と

き

・
:
六
月
六
白
川
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時

と
二
ろ
・
:
海
野
町
会
館
一
階

テ
ー
マ

・
:
親
と
子
で
守
る
幽
の
健
康

内

容

:

歯
の
検
診
と
相
談
、
歯
み
が

き
指
導
、
よ
い
繭
の
た
め
の
食
事
と

お
や
つ
コ
ー
ナ
ー

えつ広報

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
各
会

場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

初
日
間
中
副
附
加
刊
百
h
i
f
z
〆

E
'
m回
同
月
戸
門
口

h
M
・
」
り

五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
供
さ
ん

追
加
・
:
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
、
昨
年
初
回
と
し
て
一
固
ま
た

は
二
回
接
種
し
て
あ
る
子
供
き
ん

〈
日
程
・
会
場
〉

左
表
の
と
お
り

〈
注
意
事
項
v

①
例
年
で
す
と
、
初
固
と
し
て
一
回
し
か

市
で
は
、
こ
の
計
量
記
念
日
の
事
業

と
し
て
、
私
た
ち
の
身
近
な
計
量
器
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
家
庭
用
計
量
器
内

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
子
供
さ
ん
は
、

次
の
年
に
ニ
回
受
け
直
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
か
ら
は
、
受
け
直
し
は

し
な
い
で
追
加
と
し
て
一
回
だ
け
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

②
五
月
に
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
(
小
児

マ
ヒ
)
を
受
け
る
子
供
さ
ん
は
、
今

回
の
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
、
次
回
に
お
受
け
く

だ
さ
い
。

七
回
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
瓜

し
ん
の
抗
体
価
測
定
と
予
防
機
種
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
出
か
け
く
だ

③
七
月
に
行
わ
れ
る
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・

B
C
G接
種
を
受
け
る
子
供
さ
ん
は
、

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
て
二
週

間
を
経
過
し
て
か
ら
、
お
受
け
く
だ

き
い
。

④
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
子
供
さ
ん

の
健
康
状
態
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
特
に
、
体
温
は
必
ず
計
り
、
問

診
察
に
ご
記
入
の
う
え
母
子
健
康
手

帳
と
い
っ
し
ょ
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

教
育
・
育
児

テ
レ
フ
ォ
ン
相
談
の

ご
利
用
を

青
少
年
対
策
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

東受付時間は、各会場とも午後 1時30分から 2時30分までです。

日
本
青
年
会
議
所
・
長
野
ブ
ロ

ッ
ク

協
議
会
及
び
上
田
青
年
会
議
所
の
主
催

に
よ
り
、
「
教
育
・
育
児
テ
レ
フ
ォ
ン
相

談
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

教
育
問
題
や
育
児
問
題
な
ど
子
供
に

関
す
る
す
べ
て
の
問
題
に
つ
い
て
、
各

分
野
の
専
門
の
先
生
方
が
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話
で
な
く
直
接
お
話
し
を

し
た
い
と
い
う
方
は
、
会
場
へ
お
こ
し

く
だ
さ
い
。

と

き

:
・
六
月
十
三
日
同
午
前
十
時

i
午
後
三
時

と
ニ
ろ
:
・
上
回
西
武
二
階

宮
⑮

0
7

7
7
附

相
談
対
象
者
・
・
・
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で

め
皆
さ
ん
及
び
そ
の
年
代
の
子
供
を

持
つ
親
御
さ
ん

相
談
内
容
・
:
教
育
問
題
、
人
間
関
係
、

非
行
問
題
、
育
児
問
題
な
ど
子
供
に

関
す
る
問
題
全
般

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
:
医
師
、
歯
科
医
師
、

上
田
市
青
少
年
相
談
員
、
上
田
市
保

育
専
門
街
導
主
事
、
上
回
答
察
署
婦

人
補
導
員
な
ど
の
皆
さ
ん



※受付時間伺

ア
k
r
n
f

イ
ザ
l
:
・医

師

歯

科
医

師
.

上
田
市
青
少
年
相
談
員
、
上
田
市
保

育
専
門
指
導
主
事
、
上
回
答
察
署
婦

人
補
導
員
な
ど
の
皆
き
ん

体
温
計
な
ど
を

無
料
検
査
し
ま
す

商
工
標
計
量
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
3

九ハ
バ
じ
日
は
計
n
M
記
念
日
で
す
。
こ

れ
は
、
昭
和
二
十
六
年
六
月
七
日
に
旧

度
以
衡
法
が
廃
止
さ
れ、

計
益
法
が
制

定
さ
れ
た
こ
と
を・記
念
し
て
設
け
ら
れ

た
も
の
で
す
ω

メ
ー
ト
ル
法
の
普
及
と

正
し
い
計
ほ
総

の
使
用
に
よ
り
、
経
済

の
発
展
や
文
化
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

こ
の
目
的
と
い
え
ま
す
。

だえ

註ぐ 6月7日(J'J) 6月8日(火) 6月9日(水j
10日(村
6月11日制

~ェh 士長 I孟図解政会館 川西公民館
農村環境 市役 戸斤
改善センター 計量検~釜

時 間 午前9: 30-午後3: 00 (ただし正午~午後1・00は休み)

対象地区 塩団地区 川西地区
笠殿・神糾

市内全域神川地区

つー ω一一一一U{件1157年 5n 16日 広 報

家庭用計量器検査日程表

市
て
は
、
こ
の
計
量
記
念
日
の
事
業

と
し
て
、

山払
た
ち
の
身
近
な
計
ほ
器
と

し
て
仙
は
わ
れ
て
い
る
家
庭
用
計
ほ
犯
の

体
出
計
、
へ
ル
ヌ
メ
ー
タ
ー
、
血
圧
計
、

キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
の
無
料
粘
度
診
断

を
上
表
と
お
り
行

い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
ぜ
ひ
計
量
器
の
検
査
を
受
け
ま
し

L

品
、『ノ
。

風
し
ん
の

抗
体
価
測
定
と

予
防
接
種
を
実
施

上
回
保
健
所
保
健
予
防
課

宮
⑮
1
2
6
0
内
線

2
2
4

今
年
は
全
国
的
に
風
し
ん
が
流
行
し

て
い
ま
す
。
風
し
ん
は
H

三
日
ば
し
か
H

と
も
呼
ば
れ
る
比
較
的
軽
い
発
し
ん
性

の
小
児
伝
染
病
で
す
が
、
免
疫
が
な
け

れ
ば
大
人
で
も
か
か
り
ま
す
。
特
に
、

妊
婦
が
妊
娠
初
期

(
四
か
月
以
前
)
に

か
か
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
子
供
に
心

臓
疾
患
、
視
力
障
害
、
難
聴
な
ど
の
先

天
異
常
が
お
こ
る
危
険
性
が
あ
る
と
い

う
怖
い
病
気
で
す
。

女
性
は
、
結
婚
前
に
免
疫
を
つ
け
て

お
く
こ
と
が

一
番
で
す
が

(現
在
は
中

学
三
年
生
で
予
防
接
種
を
実
施
)、
そ
れ

が
で
き
な
か

っ
た
人
や
風
し
ん
の
免
疫

を
持

っ
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

人
は
、
採
血
を
し
て
抗
体
価
を
調
べ
、

自
分
の
免
疫
の
有
無
を
知

っ
て
お
く
こ

と
が
大
事
で
す
。

市保健セン
(市役所南庁舎

上
回
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
風

し
ん
の
抗
体
価
測
定
と
予
防
接
純
を
実

地
し
て
い
ま
す
の
て
、
お
出
か
け
く
だ

去
、
い
。

マ
抗
体
価
測
定
採
血

毎
週
火
曜
日
、
午
後

一
時
i
三
時

料
金
は
七
百
二
十
円

マ
抗
体
価
測
定
結
果

採
血

二
週
間
後
の
毎
週
火
曜
日
、
午

前
十
時
三
十
分
i

マ
予
防
接
種

抗
体
価
測
定
の
結
果
が
八
倍
以
下
で

妊
娠
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
実
な
人

(十
六
倍
以
上
の
人
は
免
疫
を
持

っ

て
い
ま
す
)

料
金
は
千
三
百
円

「
民
謡
を
あ
な
た
に
」

入
場
者
を
募
集

上
田
市
と

N
H
K
で
は
、
「
民
謡
を
あ

な
た
に
」
の
公
開
録
画
を
、
六
月
十
六

日
附
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
、
上
田
市

民
会
館
で
行
い
ま
す
。
出
演
は
、
原
因

直
之
、
金
沢
明
子
ほ
か
の
皆
き
ん
で
す
。

入
場
ご
希
望
の
方
は
、
往
復
は
が
き

に
住
所

・
氏
名
を
お
書
き
の
う
え
、

一T

3
8
0

長
野
市
城
山
公
園

N
H
K
長

野
放
送
局
「
民
謡
を
あ
な
た
に
」
公
関

係
あ
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
返

信
用
は
が
き
に
も
住
所

・
氏
名
を
お
忘

れ
な
く
。

(
申
込
締
切
は
、
五
月
二
十

六
日
。
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

6月の乳幼児健康診査 今月の納税

第 1期固定資産税
(都市計画税)

6月の乳幼児健康診査を下記 により行し、ます。受 付時間は、い

ずれも午後1時から2時までです。母子健康手l阪をお持ちください。

期.ノヘヰ軽自動車税

国民健康保険税 第2期
今月の納税は、固定資産税 (都市計画

税)第 1期と軽自動車税全期分並びに国

民健康保険税第 2期です。

それぞれ、納期内に完納されま すょっ

ご協力 をお願い しま す。

今月の納期限は、 5月31日(月 )です。

〈収税課宮⑫4100内線241・有線②0691>

納税で築く我らの

明るいく らし

(市内中学生納税標語入選作品)

ぷZ当三、 場 健 診 実施日 対 象 児

4か月児
6月1日 57年 1月16日-31日生

6月16日 57年 2月1日-15日生

10か月児
6月2日 56年 7月16日-31日生

6月17日 56年8月1日-15日生
上田市保健センター

6月3日 55年11月16日-30日生
li表6か月児

6月18日 55年12月1日-15日生

3歳 児
6月4日 54年 5月1日-15日生

6月11日 54年5月16日-31日生

4か月児
6月8日

57年 1月16日-2月15日生
塩田母子健康センター

10か月児 56年 7月16日-8月15日生(J:.li;;回地区)

3歳 児 6月10日 54年4月1日-5月31日生

4か月児 57年 1月16日-2月15日生
川商社会悩祉センター

10か月児 6月9日 56年 7月16日-8月15日生(川西地区)
li議6か月児 55年11月16日-12月15日生

ー-'
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納
税
は
便
利
な

口
座
振
替
で

収
税
標
宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
4
1

皆
さ
ん
は
、
税
金
も
電
気
料
や
テ
レ

ビ
の
受
信
料
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
口

座
振
替
が
で
き
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

カ
納
税
に
は
、
納
め
忘
れ
や
納
税
の
時

聞
が
は
ぶ
け
る
口
座
振
替
を
お
勧
め
し

ま
す
。

手
続
き
は
、
金
融
機
関
ま
た
は
収
税

課
へ
預
金
に
使
用
し
て
い
る
印
鑑
と
通

帳
を
、
ご
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
簡
単
に

で
き
ま
す
。

えつ広報

高
齢
者
健
康
教
室
に

お
出
か
け
を

保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

官
(⑫

4
1
0
0
内
線

2
9
1

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
健
康
で
長
生
き

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
月
か
ら
七

月
ま
で
の
三
か
月
問
、
市
内
三
十
か
所

で
「
高
齢
者
健
康
教
室
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
(
下
表
参
照
)

対
象
地
区
の
六
十
歳
以
上
の
皆
さ
ん
、

ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
ご
希
望
の
皆
さ
ん

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
お
出
か
け
(
だ
さ
い
。

戸第 863号

〈
内
容
〉

①
血
圧
測
定
、
健
康
相
談
②
長
生

き
の
食
事
に
つ
い
て
③
健
康
づ
く
り

運
動
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
④
歯
の

健
康
に
つ
い
て
⑤
家
庭
の
み
そ
汁
の

塩
分
測
定
(
お
わ
ん
一
杯
分
の
み
そ
汁

を
容
器
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い

)

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

赤
十
字
の
事
業
は
、
国
際
的
な
救
援

活
動
と
国
内
に
お
い
て
は
血
液
事
業
、

災
害
救
援
活
動
及
び
家
庭
看
護
法
講
習

な
ど
日
常
の
暮
ら
し
に
直
接
つ
な
が
っ

た
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

業
の
経
費
は
、
皆
さ
ん
に
日
本
赤
十
字

社
の
社
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

社
員
が
納
め
る
社
費
と
一
一
般
賛
助
費
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
て
、
赤
十
字

を
支
え
る
皆
さ
ん
の
温
か
い
善
意
に
よ

る
も
の
で
す
。

自
治
会
の
役
員
き
ん
や
赤
十
字
奉
仕

団
員
が
あ
な
た
の
お
宅
を
お
訪
ね
し
た

際
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
、
こ
の
意
義
あ
る

事
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

精
神
障
害
者

家
族
会
の

勉
強
会
を
開
催

精
神
障
害
者
家
族
会
事
務
局

宮
⑮
3
2
4
7
(
午
後
だ
け
)

精
神
障
害
者
家
族
会
で
は
、
次
の
と

お
り
勉
強
会
を
聞
き
ま
す
。

患
者
は
ど
ん
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る

か
、
家
族
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
け
ば

患
者
を
支
え
、
よ
く
な
る
方
向
へ
協
力

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
な
ど
の

お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
も
で
き
ま
す
の
で
、
大
勢
の
ご

家
族
の
お
出
か
け
を
お
待
ち
し
て
い
ま

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
域
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

と す

き
・
五
月
二
十
五
日

ω午
前
九
時

i
午
後
一
時

と
こ
ろ
・
:
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
階
会
議
室

講

師

:
・
小
坂
英
世
さ
ん
(
精
神
科
医

師
)

会

費

:
・
無
料

消
費
者
の
日
・
記
念
講
演
会

一
日
生
活
教
室
に

ご
参
加
を

長
野
県
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
(⑪

8
5
1
7
・
2
⑮
0
9
9
8

先
ご
ろ
東
京
弁
護
士
会
で
は
、
食
品

一
、
自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
.

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

の
安
全
を
求
め
る
の
は
国
民
の
権
利
と

し
て
位
置
づ
け
、
食
品
行
政

へ
の
消
費

者
の
参
加
を
も
り
こ
ん
だ
「
食
品
安
全

基
本
法
」
の
制
定
を
提
言
し
、
大
き
な

反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

今
月
は
消
費
者
の
日
・
記
念
講
演
会
と

し
て
、
東
京
弁
議
士
会
で
ご
活
躍
中
の

木
村
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
大
勢
の

皆
さ
ん
の
ご
聴
講
を
お
勧
め
し
ま
す
。

と

き

・
:
五
月
三
十
一
日
開
午
後
一

時
三
十
分

i
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
教

室
テ
l
マ
:
・
「
食
品
安
全
基
本
法
の
め
ざ

す
と
こ
ろ
」

講

師

・
:
東
京
弁
護
士
会

判
丹
、
，
九

高齢者健康教室日程表

月日 時間 対象地区
会場記

5月22日出 午前9・30-11:30 下川原柳町 下川原柳公会

25日(刈 午後1:30-3 :30 小泉 小泉区民会館

29日出 午前9:30-11 :30 浦野 浦野公民館

6月2日(羽 11 伊勢山 伊勢山公民館

4日幽 11 笹井 笹井公民館

5日出 11 小牧 小牧 公民館

月1日

号

赤
十
字
事
業
に

ご
理
解
ご
協
力
を

日
赤
上
田
市
地
区

(
市
役
所
社
会
課
社
会
係
)

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

市
民
の
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
赤
十
字
事

業
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ

1日現在)

( +359) 

(十260)

(-十 99)

( + 479) 木
村
晋
介
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